
電気電子基礎（２I）  平成 15年 1月 8日 

＜単位＞ 

基本単位  標準単位系（SI単位系）     
M K S     
 ｍ（メートル） kg（キログラム） ｓ（秒） 

補助単位  クーロン（c） 
 

＜受動素子の基礎＞ 

0） 力、仕事、仕事率 
 
物理量 記号 単位(読み方、記号) 
力 F ニュートン [N] 
仕事 (エネル
ギー) 

W（または
E） 

ジュール [J] 

仕事率 P ワット [W] 
 
関係式 単位の相互関係 

dt
dW
Fd
ma

P

W
F

=

=
=

   
[N]=[kg m /s2] 
[J]=[N m]= [kg m2 
/s2] 
[W]=[J /s]=[N m /s]= 
[kg m2 /s3] 

 
 
１) 抵抗 
 
物理量 記号 単位(読み方、記号) 
電荷 Ｑ クーロン [c]  
電流 Ｉ アンペア [A] 
電位差(電圧) V ボルト [V] 
抵抗 R オーム[Ω] 
 

関係式 単位の相互関係 

∫=

=

IdtQ

dt
dQI

　　

 

[A]=[c /s] 

RIV =    [V]=[Ω A] 

VI
dt

dWP

VIP

==

=

　　
   

[W]=[V A] 
 [J /s]=[J /c] [c /s]= [V] [A] 

 
 
 
 
 
 
 
２) コンデンサ 
 
物理量 記号 単位(読み方、記号) 
静電容量 Ｃ ファラッド [F] 
 
関係式 単位の相互関係 

dt
dVC

dt
dQI

Idt
C

V

Q
C

V

CVQ

==

=

=

=

∫

　

　

　

1

1
   

[c]=[F V] 

 
 

 
３) コイル 
 
物理量 記号 単位(読み方、記号) 
インダクタンス Ｌ ヘンリー [H] 
 
関係式 単位の相互関係 

∫=

=

Vdt
L

I

dt
dILV

1
　

   

[V]=[H A/s] 

 
 
 
 
【課題】 
平行平板コンデンサの容量 Cは、次の式で表さ

れる。 

d
AC ε=  

ここで用いた文字は，ε誘電率、A 電極面
積、ｄ電極間距離を表す。上の式の関係から，誘

電率εの単位を，[F]と[m]を用いて表しなさい。 
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微分

意味： 「接線」、「傾き」   微分(difference＝「差分の比」の極限)  
                      （アルファベットｄ⇒ギリシャ文字⊿ ） 
          
定義： 
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関数について 
 f(x)は、ｆは変数ｘの関数(function)であることを表している。 
表し方の例）y=f(x), y=f(t), y=g(x)など。  関数の名前はｆでなくても良いし，変数もｘ
やｔなどであっても良い。   
 
例： 
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積分 

意味： 面積    微小区間の面積の足し合わせ（sum） 
                 （アルファベットｓ⇒ギリシャ文字Σ） 
          積分は，微分の反対の働きをする。 

定義：  

 
例： 不定積分 
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（ここで、Ａは積分定数。） 
 
 
 
積分の実際の例 (円の面積の公式の証明) 
 
右図のように半径がｒと（ｒ+⊿ｒ）の二つの円を 
考える。⊿ｒは、ｒに比べて十分小さいとする。 
二つの円にはさまれた灰色の部分を“引き伸ばす”と 
上のようになる。この二つの円にはさまれた領域の面積 
⊿Ｓは、右端の黒く示した部分が無視できるとすると， 
長方形と見なすことができる。これは、⊿ｒをｒに比べて十分小さくなるように設定した(極
限)ので、妥当と考える。長方形の面積は，底辺かける高さである。円周は半径かける２π
であるので， 
 ） ⊿≫　　（ｒ⊿⊿Ｓ＝ rrr2 Qπ
両辺を積分すると、 

22S rdrr ππ =∫＝   となり，円の公式が証明できる。 

同様に球の表面積 S=4π r ２ か ら 、球の体積 V=4/3π r ３ が 証 明できる。
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